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計算科学講座（知能集積システム学分野）

亀山　充隆

KAMEYAMA Michitaka 教授 生年月日 1950年5月12日

大学院情報科学研究科 情報基礎科学専攻 計算科学講座（知能集積システム学分野）
出身学校

東北大学・工学部・電子工学 1973年 卒業

出身大学院
東北大学・工学研究科・電子工学 博士課程 1978年 修了

取得学位
博士 (工学) 東北大学 1978年

略歴
1978年—1981年 東北大学助手 (工学部)
1981年—1991年 東北大学助教授 (工学部)
1991年—1993年 東北大学教授 (工学部)
1993年—2016年 東北大学教授 (大学院情報科学研究科)

研究経歴
1978年—現在 知能集積システムに関する研究

所属学会
電子情報通信学会, 米国電気電子学会 (The Institute of Electrical and Electronics Engineers), 計測自動制御

学会, 情報処理学会, 日本ロボット学会, 日本信頼性学会, 多値論理研究会, 信号処理学会
学会活動

多値論理研究会　庶務幹事 1981年－1983年
1983 IEEE Int. Symposium on Multiple-Valued Logic　出版委員長及びプログ
ラム委員

1982年－1983年

電子通信学会　非線形問題研究会幹事 1982年－1986年
計測自動制御学会　会誌編集委員 1984年－1986年
1986 IEEE Int. Symposium on Multiple-Valued Logic　アジア地区プログラム
委員長

1985年－1986年

電子通信学会　会誌編集委員 1986年－1988年
日本ロボット学会　会誌編集委員 1987年－1988年
日本ロボット学会　評議員 1987年－1991年
計測自動制御学会　東北支部会計幹事 1988年－1989年
Symposium on VLSI Circuits　プログラム委員 1988年－1992年
Journal of Robotics and Mechatronics　編集委員 1989年－2003年
電子情報通信学会　フォールトトレラントシステム研究会専門委員 1989年－2003年
電子情報通信学会　ポストディジタル LSI研究会専門委員 1989年－1991年
計測自動制御学会　東北支部庶務幹事 1990年－1991年
電子情報通信学会　英文論文誌 (C)編集委員 1990年－1992年
電子情報通信学会　ＶＬＳＩ設計技術研究会専門委員 1990年－1995年
1992 IEEE Int. Symposium on Multiple-Valued Logic　総務委員長及び組織委員 1991年－1992年
多値論理研究会　委員長 1991年－1993年
IEEE Technical Committee on Multiple-Valued Logic　シンポジウム委員会委員 1991年－1993年
Int. Workshop on Post-Binary VLSI Systems　実行委員長 1992年－1993年
1993 IEEE Int. Symposium on Multiple-Valued Logic　アジア地区プログラム
委員長

1992年－1993年

IEEE Int. Symposium on Solid-State Circuits　プログラム委員会委員 1993年－1998年
電子情報通信学会　論文誌（Ｄ）編集委員会委員 1993年－1997年
電子情報通信学会　集積回路研究会専門委員 1993年－1997年
電子情報通信学会　「知能集積システム用スーパーチップ」英文論文小特集編
集委員会委員長

1993年－1994年

1996 IEEE Int. Symposium on Fault-Tolerant Computing　会場委員長 1995年－1996年
電子情報通信学会　第２種研究会「多値論理とその応用」委員長 1995年－1997年
IEEE Asia Pacific Conference on Circuit and Systems ’96　プログラム委員 1996年－1996年
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1997 Asia and South Pacific Design Automation Conference　運営委員 1996年－1997年
米国電気電子学会　Chair of the Technical Committee on Multiple-Valued Logic 1996年－1997年
計測自動制御学会　論文集委員会副委員長 1996年－1997年
計測自動制御学会　常務理事 1996年－1998年
Pacific Rim International Symposium on Fault-Tolerant Systems　プログラム
委員

1996年－2000年

電子情報通信学会　「極限集積 · 超並列 · 超高速アーキテクチャ」小特集編集委
員会委員長

1997年－1998年

計測自動制御学会　論文集委員会委員長 1997年－1998年
1998 IEEE Int. Symposium on Multiple-Valued Logic　プログラム委員長 1997年－1998年
日本信頼性学会　評議員 1997年－1999年
電子情報通信学会　 VLSI設計教育研究専門委員会委員 1997年－1999年
計測自動制御学会　評議委員 1998年－2010年
SASIMI’98　会場委員長 1998年－1998年
電子情報通信学会　「多値論理とその応用」英文論文小特集編集委員会委員 1998年－1999年
電子情報通信学会　「集積化エレクトロニクスと新しいシステムパラダイム技
術」英文論文小特集編集委員会委員

1998年－1999年

MVL Journal:Special Issue on Dreams of Innovative MVL Researches in the 21st
Century　特別編集委員長

1999年－2000年

IEEE Intelligent Vehicles Symposium　プログラム委員 1999年－2000年
計測自動制御学会　東北支部長 2000年－2001年
電子情報通信学会　集積回路研究会専門委員会副委員長 2001年－2002年
米国電気電子学会　 Associate　 Editor，IEEE Transactions on Computers 2001年－2005年
Pacific Rim International Symposium on Fault-Tolerant Systems　プログラム
委員

2001年－2002年

電子情報通信学会　システム LSIワークショップ実行委員会委員 2002年－2005年
電子情報通信学会　「システム LSIのための先進アーキテクチャ」特集編集委
員会委員長

2002年－2003年

電子情報通信学会　「ディペンダブルコンピューティング」小特集編集委員会
委員

2002年－2003年

Asia and South Pacific Design Automation Conference 2004　組織委員 2003年－2004年
電子情報通信学会　集積回路研究会専門委員会委員長 2003年－2005年
電子情報通信学会　論文誌 C編集委員会英文アドバイザリィ 2003年－2005年
2005 IEEE International Symposium on Circuits and Systems　実行委員会委員 2003年－2005年
電子情報通信学会　東北支部評議委員 2004年－2006年
電子情報通信学会　集積回路研究会顧問 2005年－現在
IEEE Sendai Section　副支部長 2006年－2007年
電子情報通信学会英文論文誌（C）小特集「新市場フロンティアを目指したVLSI
技術」　編集委員会編集委員長

2006年－2007年

2009 IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic　シンポジウム委員長 2007年－2009年
情報処理学会　東北支部長 2008年－2010年
電子情報通信学会　編集顧問 2009年－2014年
日本信頼性学会　評議委員 2009年－2012年
情報処理学会　東北支部評議委員 2010年－2012年
電子情報通信学会東北支部　評議員 2011年－2012年
情報処理学会全国大会　実行委員長 2012年－2013年
電子情報通信学会　東北支部長 2012年－2013年
電子情報通信学会　特別小特集編集委員会　委員長 2012年－2013年

専門分野
知能集積システム, 計算機科学, 電子デバイス · 機器工学

研究課題
・リアルワールド応用知能集積システム
・ＶＬＳＩアーキテクチャとハイレベルシンセシス
・多値 VLSIコンピューティングと新概念 VLSI

研究キーワード
リアルワールド応用知能集積システム,多値集積回路,VLSIプロセッサのハイレベルシンセシス

報道
再構成可能 VLSIプロセッサの提案（資料提供　新聞　日刊工業新聞） 1995年6月
多値電流モード集積回路の開発（資料提供　新聞　日本経済新聞） 1995年7月
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東北大学開放講座「２１世紀を拓くエレクトロニクス」第１６回リアルワール
ド応用知能集積システム（出演 · 執筆　テレビ　東北放送）

1995年12月

多値連想メモリの開発（資料提供　新聞　日本経済新聞） 1996年4月
高安全自動車用 VLSIの開発（資料提供　雑誌　日経コンピュータ） 1996年4月
画像処理用多値連想メモリの開発（資料提供　新聞　日刊工業新聞） 1997年2月
ロジックインメモリ VLSIの開発（資料提供　新聞　日刊工業新聞） 1998年2月
衝突チェック VLSIプロセッサの開発（資料提供　新聞　日刊工業新聞） 1999年10月
強誘電体ロジックインメモリ VLSIの開発（資料提供　新聞　日本経済新聞） 2002年2月
ステレオビジョン VLSIの開発（資料提供　新聞　日刊工業新聞） 2004年6月

学外の社会活動
大学評価 · 学位授与機構学位審査会専門委員（その他） 2002年4月 －2010年3月
大学設置 · 学校法人審議会専門委員（その他） 2003年4月 －2007年3月
栃木県立宇都宮高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員（小中
高との連携）

2004年4月 －2008年3月

未来開拓学術推進事業研究評価委員会（その他） 2004年7月 －2005年3月
特別講演（宇都宮高校）（講演会 · セミナー） 2004年10月－2004年10月
「魅力ある大学院教育」イニシアティブ委員会分野別審査部会専門委員（その他） 2005年8月 －2005年12月
海外先進研究実践支援におけるペーパーレフェリー（その他） 2006年2月 －2006年3月
青葉工業会常任理事（その他） 2006年4月 －2010年3月
NEDO技術委員（その他） 2006年6月 －2008年3月
日本学術振興会　特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査委
員（その他）

2006年8月 －2007年7月

NEDO研究評価委員会「半導体アプリケーションチッププロジェクト」分科会
長代理（その他）

2006年9月 －2006年12月

大学出張講義（山形南高校）（小中高との連携） 2006年9月 －2006年9月
NEDO研究評価委員会員（その他） 2006年10月－2006年10月
ＪＳＴ産学官支援事業「シーズ発掘試験」査読委員（その他） 2008年3月 －2009年3月
電気通信工学振興会監事（その他） 2008年4月 －2009年3月
ＪＳＴ産学官支援事業「地域ニーズ即応型」査読委員（その他） 2008年12月－2009年3月
東北大学出版会評議委員（その他） 2010年4月 －2014年3月
東北工学教育協会常任理事 · 評議員（その他） 2010年4月 －2014年3月
青葉工学振興会理事（その他） 2010年4月 －2014年3月
青葉工業会副会長（その他） 2010年4月 －2014年3月
電気通信工学振興会理事（その他） 2010年4月 －2015年3月
みやぎ工業会特別会員（その他） 2010年5月 －2014年3月
日本学術会議連携会員（その他） 2011年10月－現在
日本工学教育協会特別教育士（その他） 2011年11月－現在
東北地区電気教員懇談会会長（その他） 2012年9月 －2014年8月

外部機関における活動
Journal of Multiple-Valued Logic and Soft Computing ,Old City Publishing 編
集委員

1994年09月－現在

行政機関・企業・ＮＰＯ等参加
宮城県（地方公共団体）　みやぎ高度電子機械人材育成センター運営会議　副
議長

2010年6月 —2014年3月

宮城県（地方公共団体）　みやぎ高度電子機械人材育成センター運営会議　議長 2014年4月 —現在
オープンキャンパス・研究所公開等

知能ロボットの頭脳を作るエレクトロニクス情報システム（公開授業 · 講演） 2005年7月 －2005年7月

学内活動
東北大学入学試験実施本部総務部電算集計班 1991年12月－1992年3月
情報工学科長 1993年4月 －1994年3月
工学部入試検討委員会電算班班長 1993年4月 －1996年3月
編集委員会 1994年4月 －2008年3月
情報基礎科学専攻主任 1995年4月 －1996年3月
学生生活協議会予備協議員 1996年10月－1997年3月
学生生活協議会委員 1997年4月 －1998年3月
東北大学評価専門委員会委員 2000年4月 －2002年3月
情報シナジーセンター情報教育システム学内共同利用委員会委員 2001年4月 －2003年3月
研究推進審議会委員 2003年4月 －2007年3月
情報基礎科学専攻長 2004年4月 －2005年3月

計算科学講座（知能集積システム学分野） 0 – 3



亀山　充隆

研究企画委員会委員 2004年4月 －2008年3月
研究倫理専門委員会委員 2006年7月 －2008年3月
学際科学国際高等研究センター運営専門委員会委員 2007年4月 －2009年3月
学務審議会 2008年4月 －2010年3月
教務委員会委員長 2008年4月 －2010年3月
入試委員会委員長 2008年4月 －2010年3月
寄附講座運営委員会委員長 2008年4月 －2010年3月
運営委員会委員 2008年4月 －2010年3月
副研究科長（教育 · 入試担当） 2008年4月 －2010年3月
教育研究評議会委員 2010年4月 －2014年3月
情報科学研究科研究科長 2010年4月 －2014年3月
入学試験審議会委員 2010年4月 －2014年3月
環境 · 安全委員会委員 2010年4月 －2014年3月
部局長連絡会議委員 2010年4月 －2014年3月
全学情報化戦略会議委員 2010年4月 －2014年3月
全学労使懇談会委員 2010年4月 －2014年3月
東北大学萩友会代議員 2010年10月－2014年3月
数学連携推進室運営委員会委員長 2011年1月 －2014年3月
災害科学国際研究所設置準備委員会委員 2011年9月 －2013年3月
国際高研究教育院　デバイス · テクノロジー領域基盤長 2014年4月 －2016年3月

学位授与数
博士 30人
修士 128人
学士 132人
法務博士（専門職） 0人
修士（専門職） 0人
短期大学士 0人
準学士 0人
専門士 0人
論文博士 5人

担当授業科目
(全学教育)
基礎ゼミ：コンピューティングと知能 2002年－2002年
基礎ゼミ：コンピューティングと知能 2005年－2005年
創造工学研修 2005年－2013年
基礎ゼミ：コンピューティングと知能 2007年－2007年
基礎ゼミ：コンピューティングと知能 2010年－2010年
基礎ゼミ：コンピューティングと知能 2014年－2014年
現代学問論：未来情報社会を拓くリアルワールド応用知能システム 2015年－2015年

(学部教育)
計算機アーキテクチャ 1987年－2004年
ディジタルコンピューティング 2005年－2014年
ロボット知能システム 2010年－2015年

(大学院教育)
高信頼システム 2009年－2015年

国際会議　発表・講演
Multiple-Valued Logic and Special-Purpose Processors — Overview and Future[IEEE International
Symposium on Multiple-Valued Logic]

(1982年5月 –- 1982年5月, France, Paris) 口頭（招待· 特別）
Dedicated Processor for Real-Time Applications[1989 Symposium on VLSI Circuits, Rump Session R5]

(1989年5月 –- 1989年5月, Japan, Kyoto) 口頭（招待· 特別）
Toward the Age of Beyond-Binary Electronics and Systems[IEEE International Symposium on Multiple-
Valued Logic]

(1990年5月 –- 1990年5月, USA, Charlotte) 口頭（招待· 特別）
Beyond-Binary Circuits for Signal Processing[1993 IEEE International Solid-State Circuits Conference]

(1993年2月24日 –- 1993年2月26日, USA, San Francisco) 口頭（招待· 特別）
Highly Parallel Logic Design for Ultra-Binary ULSI Systems[The 2nd International Workshop on Post-
Binary ULSI Systems]

(1993年5月27日 –- 1993年5月27日, USA, Sacrament) 口頭（招待· 特別）
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Prospects of Multiple-Valued Associative VLSI Processors[IEEE Midwest Symposium on Circuits and
Systems]

(1993年8月16日 –- 1993年8月18日, USA, Detroit) 口頭（招待· 特別）
International Conference on Industrial Electronics, Control, and Instrumentation

(1993年11月19日 –- 1993年11月19日, USA, Hawaii) 口頭（招待· 特別）
Prospects of Multiple-Valued ULSI Processors[International Conference on Advanced Microelectronic
Devices and Processing]

(1994年3月3日 –- 1994年3月5日, Japan, Sendai) 口頭（招待· 特別）
Application of Multiple-Valued Intelligent Integrated Systems[The 3rd International Workshop on Post-
Binary ULSI Systems]

(1994年5月27日 –- 1994年5月27日, USA, Boston) 口頭（招待· 特別）
Design of High Performance Digital System Based on Linearity[The 4th International Workshop on Post-
Binary ULSI Systems]

(1995年5月22日 –- 1995年5月22日, USA, Bloomington) 口頭（招待· 特別）
New Architecture for Multiple-Valued VLSI Systems[The 6th International Workshop on Post-Binary ULSI
Systems]

(1997年5月27日 –- 1997年5月27日, Canada, Nova Scotia) 口頭（招待· 特別）
Innovation of Intelligent Integrated System Architecture[International Symposium on Future of Intellectual
Integrated Electronics]

(1999年3月16日 –- 1999年3月16日, Japan, Sendai) 口頭（招待· 特別）
Innovation of Intelligent Integrated Systems Architecture —Future Challenge—[The 8th International
Workshop on Post-Binary ULSI Systems]

(1999年5月19日 –- 1999年5月19日, Germany, Freiburg) 口頭（招待· 特別）
Innovation of Beyond-Binary VLSI Architecture[The 11th International Workshop on Post-Binary ULSI
Systems]

(2002年5月 –- 2002年5月, USA, Boston) 口頭（招待· 特別）
Intelligent Integrated Systems for Human-Oriented Information Society[GSIS International Symposium on
Information Sciences of New Era]

(2005年9月26日 –- 2005年9月26日, 日本国, 仙台) 口頭（招待· 特別）
Advanced VLSI Architecture for Intelligent Integrated Systems[2006 Asia-Pacific Workshop on Fundamen-
tals and Applications of Advanced Semiconductor Devices]

(2006年7月3日 –- 2006年7月5日, 日本国, 仙台) 口頭（招待· 特別）
Prospects of Intelligent Integrated Systems for Real-World Applications[IEEE International Conference on
Computers and Devices for Communication]

(2006年12月18日 –- 2006年12月18日, India, Kolkata) 口頭（招待· 特別）
Prospects of Post-Binary ULSI Systems and Novel Reconfigurable VLSI Architectures[The 20th Interna-
tional Workshop on Post-Binary ULSI Systems]

(2011年5月22日 –- 2011年5月22日, Finland, Tuusula) 口頭（招待· 特別）
Novel VLSI Architectures for Real-World Intelligent Systems[IEEE International Symposium on Multiple-
Valued Logic]

(2015年5月20日 –- 2015年5月20日, Canada, Waterloo) 口頭（招待· 特別）
Prospects of Computing Platform for Real-World Intelligent Systems[IEEE International Conference on
Information and Digital Technologies 2015]

(2015年7月8日 –- 2015年7月8日, Slovakia, Zilina) 口頭（一般）

国内会議　発表・講演
ロボット技術とマイクロプロセッサ [電子通信学会東北支部専門講習会「ロボット技術」]

(1983年9月 –- 1983年9月, 仙台) 口頭（招待· 特別）
離散と連続 [計測自動制御学会制御部門特別セッション]

(1986年7月 –- 1986年7月, 東京) 口頭（招待· 特別）
ロボット制御とマイクロエレクトロニクス [日本機械学会精密情報機械委員会企画]

(1987年1月 –- 1987年1月, 東京) 口頭（招待· 特別）
マルチプロセッサシステムとその応用 [計測自動制御学会自動化機器部会]

(1987年6月 –- 1987年6月, 東京) 口頭（招待· 特別）
多値バイオ情報処理の展望 [昭和 62年電気 · 情報関連学会連合大会「多値情報処理とポストバイナリエレ
クトロニクス」]

(1987年9月 –- 1987年9月, 東京) 口頭（招待· 特別）
VLSIに基づくロボットエレクトロニクス技術の展望 [第３０回自動制御連合講演会特別セッション「知能
ロボット実現へのブレークスルー」]

(1987年10月 –- 1987年10月, 仙台) 口頭（招待· 特別）
ディジタル制御のための知的フォールトレラントシステム [軽井沢 回路とシステムワークショップ]

(1988年5月 –- 1988年5月, 軽井沢) 口頭（招待· 特別）
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多値情報処理とその応用 [応情研シンポジウム]

(1989年2月 –- 1989年2月, 仙台) 口頭（招待· 特別）
メカトロニクスシステムの知能情報処理 [電子情報通信学会「情報通信とメカトロニクス」専門講習会]

(1989年11月 –- 1989年11月, 盛岡) 口頭（招待· 特別）
多値情報処理 [電子情報通信学会春季全国大会パネル討論「高速化 · 大規模化に適したアーキテクチャ · ア
ルゴリズムを用いた LSI」]

(1990年3月 –- 1990年3月, 東京) 口頭（招待· 特別）
ロボット用 VLSIプロセッサ [機械学会「マイクロプロセッサの基礎とロボットメカトロニクス制御」]

(1990年7月 –- 1990年7月, 東京) 口頭（招待· 特別）
ロボットエレクトロニクス [情報処理学会東北支部特別講演]

(1990年11月 –- 1990年11月, 八戸) 口頭（招待· 特別）
メカトロニクス用コンピュータシステム [計測自動制御学会 SICE’91講習会]

(1991年7月 –- 1991年7月, 米沢) 口頭（招待· 特別）
ロボットエレクトロニクスシステム [通研シンポジウム]

(1993年3月3日 –- 1993年3月4日, 仙台) 口頭（招待· 特別）
多値情報処理システムと次世代集積デバイスへの期待 [電子情報通信学会電子デバイス研究会]

(1993年4月23日 –- 1993年4月23日, 東京) 口頭（招待· 特別）
多値情報処理に基づく次世代知能集積システム [第 9回京都賞記念ワークショップ先端技術部門]

(1993年11月12日 –- 1993年11月12日, 京都) 口頭（招待· 特別）
知能集積システムと安全性 [第３０回ＦＴＣ研究会]

(1994年1月28日 –- 1994年1月29日, 会津) 口頭（招待· 特別）
多値情報処理システムと次世代集積デバイスへの期待 [電子情報通信学会]

(1994年9月26日 –- 1994年9月29日, 仙台) 口頭（招待· 特別）
知能集積システム用スーパーチップアーキテクチャ [NTT LSI研究所特別講演会]

(1994年12月1日 –- 1994年12月1日, 厚木) 口頭（招待· 特別）
階層的障害物表現に基づく高安全自動車用 VLSIプロセッサの構成 [電子情報通信学会]

(1996年9月21日 –- 1996年9月21日, 金沢) 口頭（招待· 特別）
知能集積システムの新しいパラダイムを目指して [第 13回京都賞記念ワークショップ先端技術部門]

(1997年11月13日 –- 1997年11月13日, 京都) 口頭（招待· 特別）
新概念に基づく知能集積システムの構築 [第 17回新機能素子技術シンポジウム]

(1998年11月4日 –- 1998年11月4日, 東京) 口頭（招待· 特別）
知能集積システムの展望 [東電記念財団研究助成同窓会]

(1998年11月25日 –- 1998年11月25日, 東京) 口頭（招待· 特別）
知能集積システムの応用開発 [「高専における LSI設計教育高度化」研究会]

(1999年2月12日 –- 1999年2月12日, 豊橋) 口頭（招待· 特別）
知能集積システムとその応用 [情報処理学会コンピュータビジョンとイメージメディア研究会]

(1999年7月15日 –- 1999年7月15日, 仙台) 口頭（招待· 特別）
知能集積システムとその応用 [会津大学課外プロジェクト特別講演]

(2000年1月31日 –- 2000年1月31日, 会津若松) 口頭（招待· 特別）
人にやさしい情報社会を実現する知能集積システム [平成１２年度東北大学教育開放講座: ＩＴ技術をさ
さえる最先端研究と近未来社会]

(2001年1月30日 –- 2001年1月30日, 仙台) 口頭（招待· 特別）
未来情報社会を創る知能集積システム [電気通信研究所２１世紀シンポジウム]

(2001年5月11日 –- 2001年5月11日, 仙台) 口頭（招待· 特別）
未来情報社会を創る知能集積システム [名古屋産業科学研究所講演会]

(2001年11月22日 –- 2001年11月22日, 名古屋) 口頭（招待· 特別）
知能ロボット応用を指向したシステム LSI技術 [電子情報通信学会総合全国大会パネル討論—ロボット用
半導体の技術動向]

(2003年3月 –- 2003年3月) 口頭（招待· 特別）
知能ロボットと VLSIコンピューティング [JSTフォーラム]

(2007年3月2日 –- 2007年3月2日) 口頭（招待· 特別）
ユニバーサルな知能集積システムの構築を目指して [第３０回多値論理研究会]

(2007年8月21日 –- 2007年8月21日) 口頭（招待· 特別）
リアルワールド応用知能集積システム―自律適応性を有する知能処理 VLSIの実現を目指してー [静岡大
学第 38回 ＣＯＥ先端研究セミナー]

(2008年3月7日 –- 2008年3月7日) 口頭（招待· 特別）
未来情報社会を拓くリアルワールド応用知能システム [岡山大学通信ネットワークコース特別講演会]

(2014年6月11日 –- 2014年6月11日) 口頭（一般）
未来社会に貢献するリアルワールド応用知能システム [栃木青葉会特別講演会]

(2015年2月11日 –- 2015年2月11日) 口頭（一般）

0 – 6 情報基礎科学専攻



亀山　充隆

リアルワールド応用知能システムとその VLSIコンピューティングプラットフォームの展望 [電子情報通
信学会集積回路研究会]

(2015年10月27日 –- 2015年10月27日, 仙台) 口頭（招待· 特別）
新しい概念のＶＬＳＩコンピューティングとその応用を目指して [第２９回多値論理とその応用研究会]

(2016年1月9日 –- 2016年1月9日, 仙台) 口頭（招待· 特別）
VLSIコンピューティングが拓くリアルワールド応用知能システム [計測自動制御学会東北支部　第 300回
研究集会]

(2016年2月19日 –- 2016年2月19日, 仙台) 口頭（招待· 特別）
学術受賞

Award for an Outstanding Paper 1984年
[IEEE Technical Committee on Multiple-Valued Logic]

Award for Excellence 1985年
[IEEE Technical Committee on Multiple-Valued Logic]
計測自動制御学会技術賞 1986年
[計測自動制御学会]

Distinctive Contribution Award 1987年
[IEEE Technical Committee on Multiple-Valued Logic]

Outstanding Paper Award 1987年
[IEEE Technical Committee on Multiple-Valued Logic]

Outstanding Paper Award 1989年
[IEEE Technical Committee on Multiple-Valued Logic]
電子情報通信学会論文賞 1989年
[電子情報通信学会]

日本ロボット学会技術賞 1990年
[日本ロボット学会]

IEEE Fellow Award 1997年
[IEEE]
日本工業新聞社 助成財団賞 1997年
[日本工業新聞社]

第 9回 LSIデザイン · オブ · ザ · イヤー　デバイス部門　審査員特別賞 2002年
[半導体産業新聞]

Long Service Award for Outstanding Contributions to Multiple-Valued Logic
Since 1975 (IEEE Technical Committee on Multiple-Valued Logic)

2004年

[IEEE Technical Committee on Multiple-Valued Logic]
電子情報通信学会フェロー 2006年
[電子情報通信学会]

Award for Poster Presentation Contest (IEEE International Conference on
Computers and Devices for Communication)

2006年

[IEEE International Conference on Computers and Devices for Communica-
tion]
情報処理学会フェロー　　リアルワールド応用知能集積システムの先駆的研究 2012年
[情報処理学会]

Outstanding Paper Award 2013年
[IADIS International Conference on Theory and Practice in Modern Comput-
ing 2013]
多値論理フォーラム奨励賞 2014年
[多値論理研究会]

In honor of Prof. Michitaka Kameyama for his outstanding career and dedication
to the multiple-valued logic community

2015年

[IEEE Computer Society Technical Committee on Multiple-Valued Logic]

特許
(公開中)
２線式電流モード回路

1999年 5月 17日出願（平 11-136349）　 2000年 11月 30日公開（特開 2000‐ 332579）

計算科学講座（知能集積システム学分野） 0 – 7



亀山　充隆

論理演算回路、論理演算装置および論理演算方法
2003年 2月 6日出願（特願 2003-29165）　 2004年 9月 24日公開（特開 2004-264896）

(登録済)
論理演算回路および論理演算方法

2003年 1月 22日出願（特願 2003-565049）　 2008年 4月 4日登録（特許第 4105099号）
論理演算回路および論理演算方法

2003年 1月 22日出願（特願 2003-565050）　 2008年 4月 4日登録（特許第 4105100号）

科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）
科学研究費補助金国際学術研究（共同研究） 1993年4月 －1994年3月
[ポストバイナリ ULSIシステムに関する研究]

科学研究費補助金試験研究 (B)(2) 1993年4月 －1995年3月
[演算遅れ時間最小化を指向したロボット制御 VLSIプロセッサの開発]

科学研究費補助金一般 (B) 1994年4月 －1997年3月
[超高並列演算システムと次世代多値集積化に関する研究]

科学研究費補助金試験研究 (B)(2) 1995年4月 －1997年3月
[高安全知能自動車用多値ＶＬＳＩプロセッサに関する研究]

科学研究費補助金重点領域研究 (1) 1995年4月 －1998年3月
[極限集積超並列 · 超高速アーキテクチャ]

基盤研究 (B) 1997年4月 －2000年3月
[瞬時応答性を有する知能集積システム用ＶＬＳＩプロセッサのハイレベルシ
ンセシス]

基盤研究 (B) 1997年4月 －2000年3月
[超高並列多値演算集積回路チップファミリの試作とその応用に関する研究]

特定領域研究 1998年4月 －1999年3月
[極限集積超並列 · 超高速アーキテクチャ]

基盤研究 (B) 2000年4月 －2003年3月
[配線ボトルネックフリー２線式多値ディジタルコンピューティングＶＬＳＩ
システム]

基盤研究 (B) 2000年4月 －2003年3月
[最適構成理論に基づく高安全知能自動車用ＶＬＳＩプロセッサチップファミ
リの開発]

(挑戦的)萌芽研究 2004年4月 －2006年3月
[超並列リコンフィギャラブル多値 VLSIコンピューティング]

基盤研究 (B) 2005年4月 －2008年3月
[システムインテグレーション理論に基づく高安全知能自動車用 VLSIの最適
設計]

(挑戦的)萌芽研究 2006年4月 －2008年3月
[自律適応制御を指向したプログラマブルロジックインメモリ VLSI]

(挑戦的)萌芽研究 2009年4月 －2011年3月
[ロジックインコントロール多値リコンフィギャラブル VLSI]

(挑戦的)萌芽研究 2011年4月 －2013年3月
[適応自律動作に基づく多値リコンフィギャラブル VLSI]
基盤研究 (B) 2013年4月 －2016年3月
[高安全知能システム応用ユニバーサルＶＬＳＩプラットフォームの構築]

基盤研究 (S) 2014年4月 －2016年3月
[転送ボトルネックフリー不揮発ロジックインメモリ多値 VLSIの開発]

その他の競争資金獲得実績
一般受託研究 1999年10月－2003年3月
[マルチメディア応用 3次元画像処理 VLSIプロセッサの開発に関する研究]

一般受託研究 2004年12月－2005年3月
[リコンフィギャラブルプロセッサの ITSへの応用に関する研究]

その他寄附金 2006年4月 －2007年3月
[知能集積システムの研究助成]
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その他寄附金 2006年4月 －2013年3月
[実世界サービス応用 LSIアーキテクチャの研究]

著書

1) A New Scaling Algorithm in Symmetric Residue Number System Based on Multiple-Valued Logic in Residue
Number System Arithmeitc:Modern Applications in Digital Signal Processing. [IEEE　 Press, (1986)]

M.A.Soderstrand, W.K.Jenkins, G.A.Jullien and F.J.Taylor Ed.,　 Authors：M. Kameyama et. al.

2) マイクロプロセッサ応用開発と開発システム. [啓学出版, (1986)3月]

樋口龍雄，亀山充隆 訳

3) 多値情報処理 ーポストバイナリエレクトロニクスー. [昭晃堂, (1989)6月]

樋口龍雄，亀山充隆

4) ノーベルコンピューティグへの挑戦（執筆担当部分）ロボティクスと VLSIプロセッサ (第 7章). [三田出版
会, (1990)9月]

相磯秀夫,亀山充隆,他１０名

5) Special Issue on Computer Architecture for Robotics（執筆担当部分）Journal of Robotics and Mechatronics.
[富士技術出版, (1990)12月]

Michitaka Kameyama

6) Highly Parallel Residue Arithmetic Chip Based on Multiple-Valued Bidirectional Current-Mode Logic. [IEEE
Press, (1991)6月]

Jon T. Butler　 Ed. , Authors: M. Kameyama et. al.

7) ASIC技術の基礎と応用（執筆担当部分）ロボットエレクトロニクス (第 8章). [コロナ社, (1994)1月]

今井正治,亀山充隆,他１５名

8) ディジタルコンピューティングシステム. [昭晃堂, (1999)11月]

亀山充隆

9) 東北大学大学院電気 · 情報系および電気通信研究所編：個性の輝くコミュニケーション―２１世紀への夢―.
[(2001)12月]

亀山充隆　他１３名

10) Towards Green ICT（執筆担当部分）pp.265-274: Interconnect-Aware High-Level Design Methodologies for
Low-Power VLSIs. [River Publishers Series in Communications, (2010)]

M.Kameyama，M.Hariyama

11) Interconnect-Aware High-Level Design Methodologies for Low-Power VLSIs（執筆担当部分）pp.265-274. [River
Publishers Series in Communications, (2010)6月]

M.Kameyama and M.Hariyama

12) GPU Computing with Applications in Digital Logic（執筆担当部分）Chapter 4: GPU Accelertation Methods
of Representations for Quantum Circuits. [Tampere University of Technology, Tampere Internation Center for
Signal Processing, TICSP Series, (2012)]

Martin Lukac, Marek Perkowski, Pawel Kerntopf, Michitaka Kameyama
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研究論文

1) Ternary Logic System Based on T-Gate. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (1975), 290-304]

Tatsuo Higuchi, Michitaka Kameyama

2) Ｔゲ—トに基づく３値論理系. [電子通信学会論文誌, 58-D (6), (1975), 306-313]

樋口龍雄、亀山充隆

3) ３値Ｔゲ—ト回路網の合成理論. [電子通信学会論文誌, J59-D (3), (1976), 204-211]

亀山充隆，樋口龍雄

4) Synthesis of Multiple-Valued Logic Networks Based on Tree-Type Universal Logic Module. [IEEE Transactions
on Computers, C-26 (12), (1977), 1297-1302]

Michitaka Kameyama and Tatsuo Higuchi

5) Practical State Assignment for Multiple-Valued Synchronous Sequential Circuits. [IEEE Int. Symp. on
Multiple-Valued Logic, (1977), 70-76]

Michitaka Kameyama, Tatsuo Higuchi

6) Static-Hazard-Free T-Gate for Ternary Memory Element and Its Application to Ternary Counters. [IEEE
Transactions on Computers, C-26 (12), (1977), 1212-1221]

Tatsuo Higuchi, Michitaka Kameyama

7) Synthesis of Multiple-Valued Logic Networks Based on Tree-Type Universal Logic Module. [IEEE Transactions
on Computers, C-26 (12), (1977), 1297-1302]

Michitaka Kameyama, Tatsuo Higuchi

8) Synthesis of Optimal T-Gate Networks in Multiple-Valued Logic. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic,
(1979), 190-195]

Michitaka Kameyama, Tatsuo Higuchi

9) Design of Multiple-Valued Arithmetic Circuit Based on Residue Number System and Its Application to Digital
Filter. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (1979), 274-280]

Michitaka Kameyama,Tatsuo Higuchi

10) A New Scaling Algorithm in Symmetric Residue Number System Based on Multiple-Valued Logic. [IEEE Int.
Symp. on Circuits and Systems, (1979), 189-192]

Michitaka Kameyama, Tatsuo Higuchi

11) Design of Dependent-Failure-Tolerant Microcomputer System Using Triple-Modular Redundancy. [EEE
Transactions on Computers, C-29 (2), (1980), 202-206]

Michitaka Kameyama, Tatsuo Higuchi

12) Design of Radix 4 Signed-Digit Arithmetic Circuits for Digital Filtering. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued
Logic, (1980), 272-277]

Michitaka Kameyama, Tatsuo Higuchi

13) Signed-Digit Arithmetic Circuits Based on Multiple-Valued Logic and Its Applications. [IEEE Int. Symp. on
Multiple-Valued Logic, (1981), 41-47]

M. Kameyama and T. Higuchi

14) Highly Reliable Digital Signal Processor with Simultaneous-Failure Tolerance. [Int. Conf. on Fault-Tolerant
System and Diagnostics, (1981), 26-31]

M. Kameyama and T. Higuchi

15) 剰余数系に基づくパルス列演算回路とディジタルフィルタへの応用. [電子通信学会論文誌, J65-D (2), (1982),
147-154]

苫米地 宣裕，亀山充隆，樋口龍雄
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16) 整数計画法を用いた多値 Tゲート回路網の合成. [電子通信学会論文誌, J65-D (3), (1982), 410-417]

亀山充隆，樋口龍雄

17) A New Digital Image Processor Using Multiple-Valued Logic. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic,
(1982), 8-16]

M. Kameyama and T. Higuchi

18) Efficient Residue Arithmetic Circuit Using Multiple-Valued Ring Counters and Its Application to Digital Signal
Processing. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (1982), 107-112]

N. Tomabechi, M. Kameyama and T. Higuchi

19) Multiple-Valued Logic and Special-Purpose Processors: Overview and Future. [IEEE Int. Symp. on Multiple-
Valued Logic, (1982), 289-292]

M. Kameyama and T. Higuchi

20) Real-Time AE Spectrum Analyzer Using a New Pipelined FFT Processor. [Acoustic Emission Symposium,
(1982), 144-154]

H. Niitsuma, N. Chubachi, M. Kameyama, T.Higuchi and J. Konno

21) パルス列剰余数演算回路を用いたディジタル信号処理システムの高信頼化. [電子通信学会論文誌, J66-D (3),
(1983), 340-347]

苫米地 宣裕，亀山充隆，樋口龍雄

22) Pulse-Train Residue Arithmetic Circuit Using Mutiple-Valued Charge-Coupled Devices and Its Application to
Digital Filter. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (1983), 146-151]

N. Tomabechi, M. Kameyama and T. Higuchi

23) Image Processing Algorithms for a Multiple-Valued Array Processor. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued
Logic, (1983), 236-241]

M. Kameyama, K. Suzuki and T. Higuchi

24) Automatic AE Spectrum Analyzer Using a New Pipelined FFT Processor. [Acoustic Emission from Reiforced
Composites, (1983), 1-8]

H. Niitsuma, N. Chubachi, M. Kameyama, T. Higuchi and H. Sekine

25) 多値論理に基づくパルス列剰余数演算回路とディジタル信号処理への応用. [電子通信学会論文誌, J66-D (8),
(1983), 939-946]

苫米地 宣裕，亀山充隆，樋口龍雄

26) A New Architecture of a Pipelined Image Processor Based on Quaternary Logic Circuits. [IEEE Int. Symp.
on Multiple-Valued Logic, (1984), 92-97]

M. Kameyama and T. Higuchi

27) ４値 Tゲートの NMOS集積回路. [電子通信学会論文誌, J67-D (9), (1984), 1064-1065]

亀山充隆，樋口龍雄，江刺正喜，羽生貴弘

28) A VLSI-Oriented Digital Signal Processor Based on Pulse-Train Residue Arithmetic Circuit with a Multiplier.
[Trans. of IECE, E68 (1), (1985), 14-21]

M. Kameyama, O. Adegbenro and T. Higuchi

29) An NMOS Pipelined Image Processor using Quaternary Logic. [IEEE Int. Solid-State Circuits Conf., (1985),
86-87,315]

M. Kameyama, T. Hanyu, M. Esashi and T. Higuchi

30) Design of New Low-Power Quaternary CMOS Logic Circuits Based on Multiple Ion Implants. [IEEE Int.
Symp. on Multiple-Valued Logic, (1985), 84-90]

C. Zukeran, C. Afuso, M. Kameyama and T. Higuchi

計算科学講座（知能集積システム学分野） 0 – 11



亀山　充隆

31) Implementation of Quaternary NMOS Integrated Circuits for Pipelined Image Processing. [IEEE Int. Symp.
on Multiple-Valued Logic, (1985), 226-232]

M. Kameyama, T. Hanyu, M. Esashi, T. Higuchi and T. Ito

32) 低消費電力４値 CMOS論理回路の構成. [電子通信学会論文誌, J68-D (6), (1985), 1234-1241]

瑞慶覧 長定，安冨祖 忠信，亀山充隆，樋口龍雄

33) An Efficient Pipelined Digital Signal Processor Based on New Pulse-Train Residue Arithmetic Circuits. [IEEE
Int. Symp. on Circuits and Systems, (1985), 1391-1394]

O. Adegbenro, M. Kameyama and T. Higuchi

34) 超高速パイプライン FFTプロセッサの構成. [計測自動制御学会論文集, 21 (7), (1985), 725-732]

亀山充隆，樋口龍雄，今野淳一，高須賀 馨

35) パルス列剰余数演算回路に基づく LSI 向きディジタル信号処理システムの構成法. [電子通信学会論文誌,
J68-D (8), (1985), 1457-1464]

苫米地 宣裕，亀山充隆，樋口龍雄

36) A VLSI-Oriented Pipeline Digital Signal Processor Using Shift Register Based Residue Arithmetic Circuits.
[Int. Conf. on Very Large Scale Integration, (1985), 119-128]

O. Adegbenro, M. Kameyama and T. Higuchi

37) ４値論理に基づく nMOS 画像処理プロセッサの構成と試作. [電子通信学会論文誌, J69-D (5), (1986),
667-678]

羽生貴弘，亀山充隆，樋口龍雄

38) VLSI向き４進 Signed-Digit数多値演算回路の構成. [電子通信学会論文誌, J69-D (5), (1986), 679-689]

川人祥二，亀山充隆，樋口龍雄

39) VLSI-Oriented Bi-Directional Current-Mode Arithmetic Circuits Based on the Radix-4 Signed-Digit Number
System. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (1986), 70-77]

S. Kawahito, M. Kameyama and T. Higuchi

40) 微小電力 CMOS４値記憶回路の構成. [電子情報通信学会論文誌, J70-D (1), (1987), 42-49]

瑞慶覧 長定，安冨祖 忠信，亀山充隆，樋口龍雄

41) 操作量に振幅制限がある場合の最短時間ディジタル制御システムの構成法. [計測自動制御学会論文集, 23 (2),
(1987), 123-128]

亀山充隆，黄 席越，中村利孝，樋口龍雄

42) 高速パターンマッチング用４値ゲートアレーの構成. [電子情報通信学会論文誌, J70-D (2), (1987), 493-496]

羽生貴弘，亀山充隆，樋口龍雄

43) Design and Implementation of Quaternary NMOS Integrated Circuits for Pipelined Image Processing. [IEEE
Jour. of Solid-State Circuits, SC-22 (1), (1987), 20-27]

M. Kameyama, T. Hanyu and T. Higuchi

44) 駆動電圧および電流に振幅制限がある場合の直流サーボモータの最短時間ディジタル制御システムの構成.
[計測自動制御学会論文集, 23 (3), (1987), 260-267]

黄 席越，佐藤正喜，亀山充隆，樋口龍雄

45) 振幅制限がある場合の直流サーボモータの最短時間ディジタル制御システムの構成法. [電子情報通信学会論
文誌, J70-D (3), (1987), 610-618]

黄 席越，亀山充隆，樋口龍雄

46) A 32x32 Bit Multiplier Using Multiple-Valued MOS Current-Mode Circuits. [Symp. on VLSI Circuits, (1987),
99-100]

S. Kawahito, M. Kameyama, T. Higuchi and H. Yamada

0 – 12 情報基礎科学専攻



亀山　充隆

47) Design of a Complementary Pass Gate Network for a Multiple-Valued Logic System. [IEEE Int. Symp. on
Multiple-Valued Logic, (1987), 142-149]

K. Horie, K. I. Sohng, M. Kameyama and T. Higuchi

48) A High-Speed Compact Multiplier Based on Multiple-Valued Bi-Directional Current Model Circuits. [IEEE
Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (1987), 172-180]

S. Kawahito, M. Kameyama, T. Higuchi and H. Yamada

49) Quaternary Gate Array for Pattern Matching and Its Application to Knowledge Information Processing System.
[IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (1987), 181-187]

T. Hanyu, M. Kameyama and T. Higuchi

50) 知識工学的手法に基づくフォールトトレラントシステムの構成とディジタル制御への応用. [電子情報通信学
会論文誌, J70-D (12), (1987), 2697-2707]

亀山充隆，鄭立，樋口龍雄

51) ロボット制御用超高速座標逆変換プロセッサの構成. [日本ロボット学会誌, 6 (1), (1988), 3-13]

亀山充隆，江上秀樹，樋口龍雄

52) A 32 x 32 Bit Multiplier Using Multiple-Valued MOS Current-Mode Circuits. [IEEE Jour. of Solid-State
Circuits, SC-23 (1), (1988), 124-132]

S. Kawahito, M. Kameyama, T. Higuchi and H. Yamada

53) VLSI向き４値相補型パスゲート回路網の構成. [電子情報通信学会論文誌, J71-D (4), (1988), 636-643]

亀山充隆，堀江一宏，樋口龍雄

54) A Multiplier Chip with Multiple-Valued Bidirectional Current-Mode Logic Circuits. [IEEE Computer, 21 (4),
(1988), 43-56]

M. Kameyama, S. Kawahito and T. Higuchi

55) Design of Highly Parallel Residue Arithmetic Circuits Based on Multiple-Valued Bidirectional Current-Mode
MOS Technology. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (1988), 6-13]

M. Kameyama, T. Sekibe and T. Higuchi

56) Prospects of Multiple-Valued Bio-Information Processing Systems. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued
Logic, (1988), 237-242]

M. Kameyama and T. Higuchi

57) Signed-Digit数系に基づく双方向電流モード多値基本演算回路とその評価. [電子情報通信学会論文誌, J71-D
(7), (1988), 1189-1198]

亀山充隆，川人祥二，樋口龍雄

58) Synthesis of a Complementary Pass Gate Network for a Quaternary Logic Function and Its Application. [Joint
Technical Conf. on Circuits/Systems, Computers and Communications, (1988), 282-286]

K. I. Song, M. Kameyama and T. Higuchi

59) 安全性を考慮した知的誤り検出に基づく高信頼化ディジタル制御システム. [計測自動制御学会論文集, 24 (8),
(1988), 867-874]

鄭 立，亀山充隆，樋口龍雄

60) Multiple-Valued Bidirectional Current-Mode MOS Technology and Its Applications. [Int. Workshop on Fuzzy
System Application, (1988), 112-113]

S. Kawahito, M. Kameyama and T. Higuchi

61) Quaterary Complementary Pass Gate Network and Its Application to Image Processing. [Int. Workshop on
Fuzzy System Application, (1988), 117-118]

K. I. Sohng, M. Kameyama and T. Higuchi

計算科学講座（知能集積システム学分野） 0 – 13



亀山　充隆

62) Signed-Digit数多値演算回路に基づく RSA暗号処理プロセッサの構成. [電子情報通信学会論文誌, J71-D
(12), (1988), 2659-2668]

魏 書剛，亀山充隆，樋口龍雄

63) 多値情報処理システムと VLSI化. [電子情報通信学会論文誌, J72-A (2), (1989), 198-207]

亀山充隆，樋口龍雄

64) 双方向電流モード多値並列乗算器の高性能化. [電子情報通信学会論文誌, J72-C-II (5), (1989), 434-441]

川人祥二， 亀山充隆， 樋口龍雄

65) High-Performance Multiple-Valued Radix-2 Signed-Digit Multiplier and Its Application. [Symp. on VLSI
Circuits, (3), (1989), 125-126]

S.Kawahito, M.Kameyama and T.Higuchi

66) Ultra-Highly Parallel Residue Arithmetic VLSI System. [Symp. on VLSI Circuits, (3), (1989), 127-128]

M.Kameyama, T.Sekibe and T.Higuchi

67) Implementation of a High Performance LSI for Inverse Kinematics Computation. [IEEE Int. Conf. on Robotics
and Automation, (1989), 757-762]

M.Kameyama, T.Matsumoto, H.Egami and T.Higuchi

68) Design of a Highly Parallel Set Logic Network Based on a Bio-Device Model. [IEEE Int. Symp. on Multiple-
Valued Logic, (1989), 360-367]

T.Aoki, M.Kameyama and T.Higuchi

69) 知的誤り検出に基づくディジタル制御システムの安全性評価. [電子情報通信学会論文誌, J72-D-I (6), (1989),
498-506]

鄭 立，亀山充隆，樋口龍雄

70) 分散的符号化に基づくフォールトトレラント演算回路の構成とその評価. [電子情報通信学会論文誌, J72-D-I
(6), (1989), 516-525]

春日健，亀山充隆，樋口龍雄

71) バイオ素子モデルに基づく超多値 ·高並列論理回路網の構成. [電子情報通信学会論文誌, J72-D-I (7), (1989),
535-544]

亀山充隆,青木孝文,樋口龍雄

72) Highly Parallel Residue Arithmetic Chip Based on Multiple-Valued Bidirectional Current-Mode Logic. [IEEE
Jour. of Solid-State Circuits, SC-24 (5), (1989), 1404-1411]

M.Kameyama, T.Sekibe and T.Higuchi

73) New Communication Network Protocol for Cell Level Factory Automation and Its LSI Implementation. [The
IFIP Conf. on Computer Application in Production and Engineering, (3), (1989), 565-572]

K.Kobayashi, M.Kameyama and T.Higuchi

74) 相補型パスゲートに基づく４値順序回路の構成. [電子情報通信学会論文誌, J72-D-I (12), (1989), 837-844]

宋 奎翼，亀山充隆，樋口龍雄

75) Design of a Matrix Multiply-Addition VLSI Processor for Robot Control. [Jour. of Robotics and Mechatronics,
2 (6), (1990), 424-430]

S. Kittichaikoonkit, M. Kameyama and T. Higuchi

76) ロバストフォールトトレラント乗算器の構成. [電子情報通信学会論文誌, J73-D-I, (1990), 141-147]

春日健，亀山充隆，樋口龍雄

77) Multiple-Valued Radix-2 Signed-Digit Arithmetic Circuits for High-Performance VLSI Systems. [IEEE Jour.
of Solid-State Circuits, SC-25, (1990), 125-131]

S. Kawahito, M. Kameyama and T. Higuchi

0 – 14 情報基礎科学専攻



亀山　充隆

78) 多値 RSA暗号処理 VLSIの性能評価. [電子情報通信学会論文誌, J73-D-I, (1990), 484-491]

魏 書剛，亀山充隆，樋口龍雄

79) Design of Robust Fault-Tolerant Arithmetic Circuits and Their Apprication. [IEEE Int. Symp. on Circuits
and Systems, (1990), 2748-2751]

T. Kasuga, M. Kameyama and T. Higuchi

80) Toward the Age of Beyond-Binary Electronics and Systems. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic,
(1990), 162-166]

M. Kameyama

81) Modular Design of Multiple-Valued Arithmetic VLSI System Using Signed-Digit Number System. [IEEE Int.
Symp. on Multiple-Valued Logic, (1990), 355-362]

M. Kameyama, M. Nomura and T. Higuchi

82) Interconnection-Free Set Logic Network Based on a Bio-Device Model. [IEE Electronics Letters, 26, (1990),
1015-1016]

T. Aoki, M. Kameyama and T. Higuchi

83) 離散時間ニューラルネットワークに基づく連立１次方程式求解並列処理システム. [計測自動制御学会論文集,
26 (12), (1990), 1443-1448]

三浦真樹，亀山充隆，樋口龍雄

84) Design of a Parallel Collision Detection Check VLSI Processor for Robot Manipulator. [Jour. of Robotics and
Mechatronics, 2 (6), (1990), 418-423]

T. Amada, M. Kameyama and T. Higuchi

85) Interconnection-Free Biomolecular Computing System Based on a Set-Theoretic Switching Algebra. [Int.
Symp. on Bioelectronic and Molecular Electronic Devices, (1990), 69-70]

T. Aoki, M. Kameyama and T. Higuchi

86) Signed-Digit数演算多値モジュールアレーの構成. [電子情報通信学会論文誌, J74-A (2), (1991), 296-303]

亀山充隆，野村昌弘，樋口龍雄

87) Highly Parallel Collision Detection VLSI Processor for Intelligent Robots. [Symp. on VLSI Circuits, (1991),
29-30]

M. Kameyama, T. Amada and T. Higuchi

88) Arithmetic Semicustom VLSI Based on Module Array Structure. [Symp. on VLSI Circuits, (1991), 101-102]

M. Kameyama, M. Nomura and T. Higuchi

89) Design of Interconnection-Free Biomolecular Computing System. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic,
(1991), 173-180]

T. Aoki, M. Kameyama and T. Higuchi

90) 耐同時フォールト性を有する多重化冗長システムの最適設計. [電子情報通信学会論文誌, J74-D-I (9), (1991),
675-682]

阿部茂樹，亀山充隆，樋口龍雄

91) 集合論理回路網に基づく超多値バイオ情報処理システムの構成. [電子情報通信学会論文誌, J74-D-I (9),
(1991), 604-612]

青木孝文,亀山充隆,樋口龍雄

92) High-Performance VLSI Processor for Robot Inverse Dynamics Computation. [IEEE Int. Conf. on Computer
Design, (1991), 608-611]

S. Kittichaikoonkit, M. Kameyama and T. Higuchi

計算科学講座（知能集積システム学分野） 0 – 15



亀山　充隆

93) Design of a Matrix Multiply-Addition VLSI Processor for Robot Inverse Dynamics Computation. [IEICE
Trans. on Communications, Electronics, Information and Systems, E74 (11), (1991), 3819-3828]

S. Kittichaikoonkit, M. Kameyama and T. Higuchi

94) A Special-Purpose LSI for Inverse Kinematics Computation. [IEICE Trans. on Communications, Electronics,
Information and Systems, E74 (11), (1991), 3829-3837]

M. Kameyama, T. Matsumoto, H. Egami and T. Higuchi

95) Highly Parallel Collision Detection Processor for Intelligent Robots. [IEEE Jour. of Solid-State Circuits, 27
(4), (1992), 500-506]

M. Kameyama, T. Amada and T. Higuchi

96) ロバストフォールトトレラント並列演算回路の構成. [計測自動制御学会論文集, 28 (4), (1992), 528-535]

春日健，亀山充隆，樋口龍雄

97) 冗長正ディジット数表現に基づく多値電流モード高速並列乗算器. [電子情報通信学会論文誌, J75-D-I (5),
(1992), 270-279]

川人祥二，水野健太朗，石田誠， 中村哲郎，亀山充隆， 樋口龍雄

98) Code Assignment Algorithm for Highly Parallel Multiple-Valued Combinational Circuits. [IEEE Int. Symp.
on Multiple-Valued Logic, (1992), 382-388]

S. Tamaki, M. Kameyama and T. Higuchi

99) Residue Arithmetic Based Multiple-Valued VLSI Image Processor. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued
Logic, (1992), 330-336]

M. Honda, M. Kameyama and T. Higuchi

100) Design of a Multiple-Valued VLSI Processor for Digital Control. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic,
(1992), 322-329]

K. Shimabukuro, M. Kameyama and T. Higuchi

101) Parallel VLSI Processors for Robotics Using Multiple Bus Interconnection Networks. [IEICE Trans. on Inf.
& Syst., E75-A (6), (1992), 712-719]

B. Kim, M. Kameyama and T. Higuchi

102) VLSI-Oriented 3-D Object Recognition Algorithm Based on Chain Code Matching. [Joint Technical Conf. on
Circuits/Systems, Computers and Communications, (1992), 36-40]

S. Choi, T. Hanyu, M. Kameyama and T.Higuchi

103) Unified Scheduling of High Performance Parallel VLSI Processors for Robotics. [Joint Technical Conf. on
Circuits/Systems, Computers and Communications, (1992), 776-781]

B. Kim, M. Kameyama and T. Higuchi

104) Design of a Multiple-Valued VLSI Processor for Digital Control. [IEICE Trans. on Information and Systems,
E75-D (5), (1992), 709-717]

K. Shimabukuro, M. Kameyama and T. Higuchi

105) 冗長マニピュレータ制御用座標変換 VLSIプロセッサ. [電子情報通信学会論文誌, J75-D-I (10), (1992),
909-916]

藤岡与周，亀山充隆，樋口龍雄

106) 240MOPS Reconfigurable Parallel VLSI Processor for Robot Control. [IEEE Int. Conf. on Industrial,
Electronics, Control, Instrumentation and Automation, 3 (3), (1992), 1385-1390]

Y. Fujioka, M. Kameyama and T. Higuchi

107) Interconnection-Free Biomolecular Computing. [IEEE Computer, 25 (11), (1992), 41-50]

T. Aoki, M. Kameyama and T. Higuchi

0 – 16 情報基礎科学専攻



亀山　充隆

108) Design of Robust-Fault-Tolerant Multiple-Valued Arithmetic Circuits for Highly Safe Digital System. [IEEE
Asia-Pacific Conf. on Circuits and Systems, (1992), 59-63]

T. Kasuga, M. Kameyama and T. Higuchi

109) Beyond-Binary Circuits for Signal Processing. [IEEE Int. Solid-State Circuits Conf., (1993), 134-135,277]

T. Hanyu, M. Kameyama and T. Higuchi

110) Prospects of Multiple-Valued VLSI Processors. [IEICE Trans. on Electronics, E76-C (3), (1993), 383-392]

T. Hanyu, M. Kameyama and T. Higuchi

111) Design of Robust-Fault-Tolerant Multiple-Valued Arithmetic Circuits and Their Evaluation. [IEICE Trans.
on Electronics, E76-C (3), (1993), 428-435]

T. Kasuga, M. Kameyama and T. Higuchi

112) Multiple-Valued VLSI Image Processor Based on Residue Arithmetic and Its Evaluation. [IEICE Trans. on
Electronics, E76-C (3), (1993), 455-462]

M. Honda, M. Kameyama and T. Higuchi

113) Architecture of a Parallel Multiple-Valued Arithmetic VLSI Processor Using Adder-Based Processing Elements.
[IEICE Trans. on Electronics, E76-C (3), (1993), 463-471]

K. Shimabukuro and M. Kameyama

114) Code Assignment Algorithm for Highly Parallel Multiple-Valued Combinational Circuits Based on Partition
Theory. [IEICE Trans. Informations and Systems, E76-D (5), (1993), 548-554]

S. Tamaki, M. Kameyama and T. Higuchi

115) 2400-MFLOPS Reconfigurable Parallel VLSI Processor for Robot Control. [IEEE Int. Conf. on Robotics and
Automation, 3, (1993), 149-154]

Y. Fujioka and M. Kameyama

116) Design of Multiple-Valued Linear Digital Circuits for Highly Parallel Unary Operations. [IEEE Int. Symp. on
Multiple-Valued Logic, (1993), 283-288]

M. Nakajima and M.Kameyama

117) 3-D Object Recognition System Based on 2-D Chain Code Matching. [IEICE Trans. on Inf. & Syst., E76-A
(6), (1993), 917-923]

T. Hanyu, S. Choi, M. Kameyama and T. Higuchi

118) Unified Scheduling of High Performance Parallel VLSI Processors for Robotics. [IEICE Trans. on
Fundamentals, E76-A (6), (1993), 904-910]

B. Kim, M. Kameyama and T. Higuchi

119) A Minimum-Latency Linear Array FFT Processor for Robotics. [IEICE Trans. on Information and Systems,
E76-D (6), (1993), 680-688]

S. Kittichaikoonkit and M. Kameyama

120) Multiple-Valued Code Assignment Algorithm for VLSI-Oriented Highly Parallel K-Ary Operation Circuits.
[IEICE Trans. on Electronics, E76-C (7), (1993), 1112-1118]

S. Tamaki and M. Kameyama

121) Design of Highly Parallel Linear Digital System for ULSI Processors. [IEICE Trans. on Electronics, E76-C
(7), (1993), 1119-1125]

M. Nakajima and M. Kameyama

122) Multiple-Valued Programmable Logic Array Based on a Resonant-Tunneling Diode Model. [IEICE Trans. on
Electronics, E76-C (7), (1993), 1126-1132]

T. Hanyu, Y. Yabe and M. Kameyama

計算科学講座（知能集積システム学分野） 0 – 17



亀山　充隆

123) A Parallel Collision Detection VLSI Processor for Robotics Using a Content-Addressable Memory. [IEEE Int.
Conf. on Industrial Electronics, Control, and Instrumentation, (1993), 1512-1516]

M. Hariyama and M. Kameyama

124) Model-Based Robot Vision VLSI Processor for 3-D Instrumentation and Object Recognition. [IEEE Int. Conf.
on Industrial Electronics, Control, and Instrumentation, (1993), 1724-1729]

Y. Sasaki and M. Kameyama

125) A Collision Detection Processor for Intelligent Vehicles. [IEICE Trans. on Electronics, E76-C (12), (1993),
1804-1811]

M. Hariyama and M. Kameyama

126) High-Speed Area-Efficient Multiplier Design Using Multiple-Valued Current-Mode Circuits. [IEEE Trans.
Computers, 43 (1), (1994), 34-42]

S. Kawahito, M. Ishida, T. Nakamura, M.Kameyama and T. Higuchi
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Masanori Hariyama, Michitaka Kameyama

199) Path Planning Based on Distance Transformation and Its VLSI Implementation. [Jour. of Robotics and
Mechatronics, 12 (5), (2000), 527-533]
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Tsukasa Ike, Takahiro Hanyu and Michitaka Kameyama

232) ウィンドウサイズの適応的選択に基づく高信頼ステレオマッチングとVLSI化. [計測自動制御学会論文集, 39
(3), (2003), 225-233]

張山昌論，竹内俊樹，亀山充隆

233) ウィンドウ演算のための周期的メモリアロケーションと画像処理 VLSIプロセッサへの応用. [電子情報通信
学会論文誌, J86-C (5), (2003), 524-533]

張山昌論，工藤隆男，亀山充隆

234) 遺伝的アルゴリズムを用いたロジックインメモリ構造 VLSIプロセッサのハイレベルシンセシス. [情報処理
学会論文集, 44 (5), (2003), 1206-1215]

工藤隆男，張山昌論，亀山充隆

235) Multiple-Valued Dynamic Source-Coupled Logic. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (2003), 207-
212]

T. Hanyu, A. Mochizuki and M. Kameyama

236) Bidirectional Data Transfer Based Asynchronous VLSI System Using Multiple-Valued Current Mode Logic.
[IEEE Int. Symp. Multiple-Valued Logic, (2003), 99-104]

T. Hanyu, T. Takahashi and M. Kameyama

237) 再帰的計算に基づくステレオマッチングとVLSI化. [電子情報通信学会論文誌, J86-C (8), (2003), 752-759]

三浦清志,張山昌論,亀山充隆

238) 強誘電体デバイスを用いたロジックインメモリ VLSIの構成. [電子情報通信学会論文誌, J86-C (8), (2003),
886-893]

木村啓明，羽生貴弘，亀山充隆，藤森敬和，中村孝，高須秀視

239) 階層的並列メモリアクセスに基づくボール軌道予測用 VLSIプロセッサの構成. [電子情報通信学会論文誌,
J86-C (8), (2003), 760-770]

張山昌論, 風間英樹, 亀山充隆

240) ロジックインメモリ構造に基づく知能集積システム用 VLSIプロセッサのハイレベルシンセシス. [電気学会
論文誌 C, 123 (8), (2003), 1374-1381]

工藤隆男,亀山充隆

241) Chip Design of a Field Programmable VLSI Processor Using Memory-Based Cells. [SICE Annual Conference,
TAII-13-1, (2003), 2225-2229]
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242) Stereo Vision VLSI Processor Based on a Recursive Computation Algorithm. [SICE Annual Conf., TAI-13-3,
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(2004), 459-468]

高橋知宏, 羽生貴弘, 亀山充隆

244) 最適スケジューリングに基づくステレオビジョンVLSIプロセッサの構成. [電子情報通信学会論文誌, J87-A
(5), (2004), 672-680]

張山昌論，竹内俊樹，亀山充隆

245) Low-Power Field-Programmable VLSI Processor Using Dynamic Circuits. [IEEE Computer Society Annual
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246) Program-Counter-Less Bit-Serial Field-Programmable VLSI Processor with Mesh-Connected Cellular Array
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Naotaka Ohsawa, Osamu Sakamoto,Masanori Hariyama, Michitaka Kameyama

247) Ultra-Fine-Grain Field-Programmable VLSI Using Multiple-Valued Source-Coupled Logic. [IEEE Int. Symp.
on Multiple-Valued Logic, (2004), 26-30]

Haque Mohammad Munirul and Michitaka Kameyama

248) Multiple-Valued Source-Coupled Logic VLSI Based on Adaptive Threshold Control and Its Applications. [IEEE
Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (2004), 328-333]

Haque Mohammad Munirul and Michitaka Kameyama

249) Complementary Ferroelectric-Capacitor Logic for Low-Power Logic-in-Memory VLSI. [IEEE Journal of Solid-
State Circuits, 39 (6), (2004), 919-926]

H.Kimura, T.Hanyu, M.Kameyama, Y.Fujimori, T.Nakamura and H.Takasu

250) VLSI Processor for Reliable Stereo Matching Based on Window-Parallel Logic-in-Memory Architecture. [Digest
of Technical Paper 2004 Symp. on VLSI Circuits VLSI Symp., (2004), 166-169]

Masanori Hariyama,Michitaka Kameyama

251) Architecture of a Stereo Matching VLSI Processor Based on Hierarchically Parallel Memory Access. [IEEE
Int. Midwest Symp. on Circuits and Systems, (2004), 245-247]

Masanori Hariyama, Haruka Sasaki, and Michitaka Kameyama,

252) Field-Programmable VLSI Based on a Bit-Serial Fine-Grain Architecture. [IEICE Trans. Electron, E87-C
(11), (2004), 1897-1902]

Masanori Hariyama, Weisheng Chong, Michitaka Kameyama

253) Architecture of a Fine-Grain Filed-Programmabel VLSI Based on Multiple-Valued Source-Coupled Logic.
[IEICE Transactions on Electronics, E87-C (11), (2004), 1869-1875]

Md. Munirul HAQUE,Michitaka KAMEYAMA

254) Novel Switch-Block Architecture Using Reconfigurable Context Memory for Multi-Context FPGAs. [Int.
Workshop on Applied Reconfigurable Computing, Portugal, (2005)]

W. Chong, M. Hariyama, and M. Kameyama

255) Architecture of a Multi-Context FPGA Using Reconfigurable Context Memory. [Int. Parallel and Distributed
Processing Symp., (2005)]

Weisheng Chong, Sho Ogata, Masanori Hariyama and Michitaka Kameyama
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256) Novel Switch Block Architecture Using Non-Volatile Functional Pass-Gate for Multi-Context FPGAs. [IEEE
Computer Society Annual Conf. on VLSI, (2005), 46-50]
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258) Multiple-Valued VLSI Architecture for Intra-Chip Packet Data Transfer. [IEEE Int. Symp. on Multiple-
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259) VLSI Architecture Based on Packet Data Transfer Scheme and Its Application. [IEEE Int. Symp. on Circuits
and Systems, (2005), 1786-1789]
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Masanori Hariyama, Tetsuya Aoyama, and Michitaka Kameyama

261) Architecture of a Stereo Matching VLSI Processor Based on Hierarchically Parallel Memory Access. [IEICE
Trans. Inf. & Syst., E88-D (7), (2005), 1486-1491]

Masanori Hariyama, Haruka Sasaki, and Michitaka Kameyama

262) Real-Time Threshold-Voltage Control Scheme for Low-Power VLSI Under Fluctuation of a Supply Voltage.
[IEEE Int. Symp. on Signals, Circuits and Systems, (2005), 15-18]

Ahmed Shaheer and Michitaka Kameyama

263) Intelligent Integrated Systems for Human-Oriented Information Society. [GSIS Int. Symp. on Information
Sciences of New Era, (2005), 77-103]

M.Kameyama

264) Design of Multi-Context FPGA Using a Floating-Gate-MOS Functional Pass-Gate. [IEEE Asian Solid-State
Circuits Conf. (A-SSCC), (2005), 421-424]

Masanori Hariyama, Sho Ogata, Michitaka Kameyama, Yasutoshi Morita

265) Derivation of Performance Specification of Intelligent Integrated Systems in Environment of Human-Computer
Interaction. [The IASTED Int. Conf. on Huma-Computer Interaction, (2005), 161-166]

Y. Sakai and M. Kameyama

266) Design of a Low-Power Multiple-Valued Integrated Circuit Based on Dynamic Source-Coupled Logic. [Jour.
of Multiple-Valued Logic & Soft Computing, 11 (Nos.5-6), (2005), 481-497]

Akira Mochizuki, Takahiro Hanyu and Michitaka Kameyama

267) Logic-In-Memory VLSI Circuit for Fully Paralle Nearest Pattern Matching Based on Floating-Gate-MOS Pass-
Transistor Logic. [Jour. of Multiple-Valued Logic & Soft Computing, 11 (Nos.5-6), (2005), 619-632]

Takahiro Hanyu, Shunichi Kaeriyama and Michitaka Kameyama

268) FPGA Implementation of a Stereo Matching Processor Based on Window-Parallel-and-Pixel-Parallel Architec-
ture. [IEICE Trans.Fundamentals, E88-A (12), (2005), 3516-3522]

Masanori Hariyama, Yasuhiro Kobayashi, Haruka Sasaki, Michitaka Kameyama

269) Low-Power Field-Programmalble VLSI Using Multiple Supply Voltages. [IEICE Trans.Fundamentals, E88-A
(12), (2005), 3298-3305]

Weisheng Chong,Masanori Hariyama, Michitaka Kameyama

270) Optimal Periodical Memory Allocation for Logic-in-Memory Image Processors. [IEEE Computer Society Anual
Symp. on VLSI, (2006), 193-198]
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271) Architecture of a Multi-Context FPGA Using a Hybrid Multiple-Valued/Binary Context Switching Signal.
[Reconfigurable Architectures Workshop, (2006)]

Yoshihiro Nakatani, Masanori Hariyama, Michitaka Kameyama

272) Switch Block Architecture for Multi-Context FPGAs Using Hybrid Multiple-Valued Binary Context Switching
Signals. [IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (2006)]
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273) Fine-Grain Cell Design for Multiple-Valued Reconfigurable VLSI Using a Single Differential-Pair Circuit.
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274) Evaluation of Multiple-Valued Packet Multiplexing Scheme for Network-on-Chip Architecture. [IEEE Int.
Symp. on Multiple-Valued Logic, (2006)]
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275) Bayesian-Networks-Based Motion Estimation for a Highly-Safe Intelligent Vehicle. [SICE-ICASE Int. Joint
Conf., (2006), 6023-6026]

Nguyen Van Dan and Michitaka Kameyama

276) Processor Architecture for Road Extraction Based on Projective Transformation. [SICE-ICCAS, (2006), 1446-
1450]

Sunggae Lee, Masanori Hariyama and Michitaka Kameyama

277) Minimizing Energy Consumption Based on Dual-Supply-Voltage Assignment and Interconnection Simplifica-
tion. [IEICE Trans. Electron, E89-C (11), (2006), 1551-1558]

Masanori Hariyama, Shigeo Yamadera, Michitaka Kameyama

278) A Multi-Context FPGA Using Floating-Gate-MOS Functional Pass-Gates. [IEICE Trans. Electron., E89-C
(11), (2006), 1655-1661]

Masanori Hariyama, Sho Ogata, Michitaka Kameyama

279) Dynamically Reconfigurable Gate Array Based on Fine-Grained Switch Elements and Its CAD Environment.
[Asian Solid-State Circuits Conf., (2006), 155-158]

Masanori Hariyama, Waidyasooriya Hasitha Muthumala,Michitaka Kameyama

280) 1000 frame/sec Stereo Matching VLSI Processor with Adaptive Window-Size Control. [Asian Solid-State
Circuits Conf., (2006), 123-126]

Masanori Hariyama, Naoto Yokoyama and Michitaka Kameyama

281) A Multi-Context FPGA Using a Floating-Gate-MOS Functional Pass-Gate and Its CAD Environment. [IEEE
Asia Pacific Conf. on Circuits and Systems, (2006), 1805-1808]

Masanori Hariyama, Michitaka Kameyama

282) GA-Based Assignment of Supply and Threshold Voltages and Interconnection Simplification for Low Power
VLSI Design. [IEEE Asia Pacific Conf. on Circuits and Systems, (2006), 1266-1269]

Waidyasooriya Hasitha Muthumala, Masanori Hariyama,Michitaka Kameyama

283) Prospects of Intelligent Integrated Systems for Real-World Applications. [IEEE Int. Conf. on Computers and
Devices for Communication, CDPROM, (2006)]

Michitaka Kameyama

284) Real-Time Register-Transfer-Level Optimization for a Dynamically Reconfigurable VLSI Processor. [IEEE
Int. Conf. on Computers and Devices for Communication, CDROM, (2006)]

Yonanda Adhitama and Michitaka Kameyama
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285) Functional-Unit-Level Packet Data Transfer Scheme for a Highly Parallel VLSI Processor. [IEEE Int. Conf.
on Computers and Devices for Communication, CDROM, (2006)]
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(5), (2007), 1178-1193]
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289) Low-Power Multiple-Valued Reconfigurable VLSI Using Series-Gating Differential-Pair Circuits. [IEEE Int.
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290) Universal VLSI Based on a Redundant Multiple-Valued Sequential Logic Operation. [IEEE Int. Symp. on
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291) A Field-Programmable VLSI Based on an Asynchronous Bit-Serial Architecture. [IEEE Asian Solid-State
Circuits Conf., (2007), 380-383]

Masanori Hariyama, Shota Ishihara, Chang Chia Wei and Michitaka Kameyama

292) Design of a Multi-Context FPVLSI Based on an Asynchronous Bit-Serial Architecture. [Sixth IEEE Dallas
Circuits and Systems Workshop, (2007), 59-62]

Waidyasooriya Hasitha Muthumala, Masanori Hariyama and Michitaka Kameyama

293) FPGA Implementation of a Vehicle DetectionAlgorithm Using Three-Dimensional Information. [Reconfig-
urable Architectures Workshop, CDROM, (2008)]

Masanori Hariyama, Kensaku Yamashita and Michitaka Kameyama

294) Design of a Trinocular-Stereo-Vision VLSI Processor Based on Optimal Scheduling. [IEICE Transaction on
Electronics, E91-C (4), (2008), 479-486]

Masanori Hariyama, Naoto Yokoyama and Michitaka Kameyama

295) Multi-Context FPGA Using Fine-Grained Interconnection Blocks and Its CAD Environment. [IEICE
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Hasitha Muthumala Waidyasooriya, Chong Wei Sheng, Masanori Hariyama and Michitaka Kameyama

296) Fine-Grain Multiple-Valued Reconfigurable VLSI Using Universal-Literal-Based Cells. [Proc. IEEE Int. Symp.
on Multiple-Valued Logic, CDROM, (2008), 180-185]

Nobuaki Okada and Michitaka Kameyama

297) Bayesian-Network-Based Intention Estimation for a User Support System of an Information Appliance. [Int.
Conf. on Information Technology and Applications, CDROM, (2008), 71-76]

Shuhei Chizuwa and Michitaka Kameyama

298) Non-Volatile Multi-Context FPGAs Using Hybrid Multiple-Valued/Binary Context Switching Signals. [Int.
Conf. on Engineering of Reconfigurable Systems and Algorithms, (2008), 309-310]

Masanori Hariyama, Shota Ishihara, Noriaki Idobata and Michitaka Kameyama

299) Implementation of a Multi-Context FPGA Based on Flexible-Context-Partitioning. [Int. Conf. on Engineering
of Reconfigurable Systems and Algorithms, (2008), 201-207]
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301) A Low-Power Field-Programmable VLSI Based on a Fine-Grained Power-Gating Scheme. [IEEE Int. Midwest
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302) Evaluation of a Field-Programmable VLSI Based on an Asynchronous Bit-Serial Architecture. [IEICE
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304) Memory Allocation for Multi-Resolution Image Processing. [IEICE Transaction on Information and Systems,
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305) Evaluation of Interconnect-Complexity-Aware Low-Power VLSI Design Using Multiple Supply and Threshold
Voltages. [IEICE Transaction on Fundamentals, E91-A (12), (2008), 3596-3606]

Hasitha Muthumala Waidyasooriya, Masanori Hariyama and Michitaka Kameyama

306) A Low-Power FPGA Based on Autonomous Fine-Grain Power-Gating. [Proc. the Asia and South Pacific
Design Automation Conf., (2009), 119-120]

Shota Ishihara, Masanori Hariyama and Michitaka Kameyama

307) Optimal Periodic Memory Allocation for Image Processing With Multiple Windows. [IEEE Transactions on
Very Large Scale Integration Systems, 17 (3), (2009), 403-416]

Yasuhiro Kobayashi, Masanori Hariyama and Michitaka Kameyama

308) Implementation of a Partially Reconfigurable Multi-Context FPGA Based on Asynchronous Architecture.
[IEICE Transaction on Electron, E92-C (4), (2009), 539-549]

Hasitha Muthumala Waidyasooriya, Masanori Hariyama and Michitaka Kameyama

309) Multiple-Valued Reconfigurable VLSI Processor Based on Superposition of Data and Control Signals. [IEEE
Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (2009), 54-59]

Nobuaki Okada, Michitaka Kameyama

310) Evaluation of the Hierarchical Temporal Memory as Soft Computing Platform and Its VLSI Architecture.
[IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (2009), 233-238]

Wim J.C. Melis, Shuhei Chizuwa, Michitaka Kameyama

311) Acceleration of Optical-Flow Extraction Using Dynamically Reconfigurable ALU Arrays. [Int. Conf. on
Engineering of Reconfigurable Systems and Algorithms, (2009), 291-294]

Hasitha Muthumala Waidyasooriya, Masanori Hariyama and Michitaka Kameyama

312) A Fine-Grain SIMD Architecture Based on Flexible Ferroelectric-Capacitor Logic. [Int. Conf. on Engineering
of Reconfigurable Systems and Algorithms, (2009), 271-274]

Shota Ishihara, Noriaki Idobata, Masanori Hariyama, Michitaka Kameyama

313) FPGA Implementation of a High-Speed Stereo Matching Processor Based on Recursive Computation. [Int.
Conf. on Engineering of Reconfigurable Systems and Algorithms, (2009), 263-266]

Masanori Hariyama, Keita Tanji, and Michitaka Kameyama
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317) Architecture of a Low-Power FPGA Based on Self-Adaptive Voltage Control. [Int. SoC Design Conf., (2009),
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318) Evaluation of a Self-Adaptive Voltage Control Scheme for Low-Power FPGAs. [Jour. of Semiconductor
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319) Group Testing Based Detection of Web Service DDoS Attackers. [IEICE, Trans Commincations, E93-B (5),
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Dalia Nashat, Xiaohong Jiang and Michitaka Kameyama

320) Low-Power Multiple-Valued Reconfigurable VLSI Based on Superposition of Bit-Serial Data and Current-Source
Control Signals. [Proc. IEEE Int. Symp. on Multiple-Valued Logic, (2010), 179-184]

Akitaka Ishikawa, Nobuaki Okada, Michitaka Kameyama

321) Architecture of an FPGA-Oriented Heterogeneous Multi-Core Processor with SIMD-Accelerator Cores. [Proc.
Int. Conf. on Engineering of Reconfigurable Systems and Algorithms(ERSA), (2010), 179-186]

Hasitha Muthumala Waidyasooriya, Masanori Hariyama, and Michitaka Kameyama
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on Engineering of Reconfigurable Systems and Algorithms, (2010), 281-282]

Hasitha Muthumala Waidyasooriya, Daisuke Okumura, Masanori Hariyama, and Michitaka Kameyama

323) A Field-Programmable VLSI Based on Synchronous/Asynchronous Hybrid Architecture. [Int. Conf. on
Engineering of Reconfigurable Systems and Algorithms, (2010), 271-274]

Masanori Hariyama, Ryoto Tsuchiya, Shota Ishihara, and Michitaka Kameyama

324) Adaptive Selection of Intelligent Processing Modules and its Applications. [Int. Conf. on Artificial Intelligence
WORLDCOMP’10, (2010), 513-520]

M.Lukac, M.Kameyama, M.Perkowski

325) GPU Library Based Approach to Quantum Logic Synthesis. [2nd Workshop on Reversible Computation,
(2010), 101-104]

M.Perkowski, M.Lukac, P.Kerntopf, M.Kameyama

326) Evolutionary Quantum Logic Synthesis of Boolean Reversible Logic Circuits Embedded in Ternary Quantum
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327) A Switch Block Architecture for Multi-Context FPGAs Based on Ferroelectric-Capacitor Functional Pass-Gate
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328) An Asynchronous FPGA Based on LEDR/4-Phase-Dual-Rail Hybrid Architecture. [IEICE Transactions on
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